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緒 言

前回,1980年4月 より1988年3月 までの北市民病院

泌尿器科における臨床統計を報告 している1).今 回,

その後3年 間の手術統計を行い,罹 患臓器別頻度の変

遷と入院手術患者数の年齢別推移について検討 した.

対 象 および方法

1988年4月 より1991年3月 までの当院での手術総数

は616件 であり,入 院手術は538件,外 来手術は78件 で

あった,こ れ ら手術を対象として,年 度別の患老数,

罹患臓器別頻度および術式について検討を加えた.

結 果

1.外 来手術(Tablel,2)

外来手術患者はすべて男であった,1988年 度の患者

数は20人,手 術件数は20件 であった.1989年 度は28人

の患者に30件 の手術を,1990年 度 は26人 に28件 の手術

を施行した.術 式は包皮切除術 と精管結さつ術がほと

んどであった.

2.入 院手術(Table3)

*現:大 阪市立十三市民病院泌尿器科

1988年 度に入院手術を受けた患者数は133人 であ り,

男ll6人,女17人 であ り,145件 の手術が施行された.

年齢別では70歳 代が最も多 く,60歳 代 がこれについ

だ.1989年 度の入院手術患者数は171人,男141人,女

30人,手 術件数は190件 で あ り,1990年 度の手術患者

数は193人,男161人,女32人,手 術件数は203件 であ

った.年 齢別頻度を各年度で比較すると(Fig.1)60

歳代 と70歳代 の患者数が年々増加し,1990年 度ではこ

れらの合計が手術患者数の過半数を占めた.逆 に10歳

未満の患者数は徐々に減少 している.

臓器別浄術件数の年度別頻度をTable4に,術 式

別の変遷を開放手術と非開放手術に分けてTable5

お よびTable6に 示す.各 年度とも前立腺に対する

手術が最 も多く,特 に非開放手術のTUR-Pの 増加

が著明である.陰 茎および陰嚢内容の手術は漸減して

いる.以 下に臓器別の手術について説明を加える.

1)副 腎

1988年 度に副腎皮質腺腫2)と 副腎嚢胞の各1例 のた

め副腎摘除術を2件 施行,以 後の2年 間は副腎の手術

をよなカ、った.

2)腎

1988年 度の腎摘除術5件 は腎結核1例,腎 結石1例,

無機能腎3例 であった.1989年 度では腎血管筋脂肪
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Agedistributionofout-patientstrcated

bysurgeryduringl988an(11990. Table2,
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Table3. Ageandsexdistributionofinpatientstreatedbysurger三es

duringl988andl990.
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Fig.1. Decadalratesforageofin-patienttreatedbysurgeries

dur藍ngl988and1990.

腫の腎摘除術1件 のみ,1990年 度は腎細胞癌に対する

腎全摘術が5件 施行された.腎 嚢胞穿刺は超音波ガイ

ド下に施行 し,S-Jカ テーテルを3日 間嚢胞内に留置

し再発予防を目的に ミノサイクリンの嚢胞内注入を行

っている.

3)尿 管

尿管切石術は1989年 度に4件 施行されたのみで,以

後は経尿道的尿管砕石術が主流 となった.

4)膀 胱

膀胱全摘術はすべて膀胱癌に対するものであ り,尿

路変更術としては1988年 度では尿管S状 腸吻合術2

例,回 腸導管,Kock回 腸膀胱造設術が1例 ずつであ
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Table4.Numberofsurgericsonin-patientsaccordingtoorgans.

Organ

1988

Number %

1989

Number %

1990

Number %
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Table5. Numbcrofopensurgeriesonin-

patientsaccordingtooperationmodes・

Table6.Numberofendourologicsurgerieson

in-patientsaccordingtooperation

mQdes.
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った.1989年 度の2件 および1990年 度 の6件 の膀胱全

摘後の尿路変更はすべて回腸導管造設術を施行した。

膀胱頸部のバルーン拡張術はTUR-P後 の狭窄に対

して行われ,良 好な結果をえている3>.

5)前立腺

前立腺に対する開腹手術は1989年 以降行われず経尿

道的手術が主 となっている.前 立腺肥大症には術前に

超音波検査を行い推 定重 量とTUR切 除重量 との聞

によい相関を認めている4).

6)尿道

尿道発生の尖圭コンジロームを1例 経験 し,前 立腺

切除鏡を用いて手術を施行 した5)。

7)陰茎

小児および成人の包茎手術がほとんどであった.

8)陰 嚢

陰嚢内容の手術では避妊を目的 とした精管結紮術が

多く,つ いで陰嚢水腫および停留精巣の手術が多かっ

たが両者とも減少傾向にある,

結 語

1988年4月 から1991年3月 までの大阪市立北市民病

院泌尿器科の手術統計を行 った.3年 間で616件 の手
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術 を行いその内TUR-P177件 と28.7%を 占めた.今

後すべての臓器において開放手術が減少 し内視鏡手術

が増加することは否めない事実であろう.ま た,近 年

の出生率の低下にともない小児の手術症例の減少傾向

がみられる,
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